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四大学連合ポストコロナ社会コンソーシアムの開設

開設の背景① 開設の背景② 開設の目的
・これまで、四大学連
合による連携は教育
の連携に止まる
・研究の連携はほとん
どなかった

・新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）のパンデミックは
東京で顕著
・TMDUは学長の英断により国立大学
として全国でもトップクラスのCOVID-
19患者の受け入れ体制を構築
・東京都も「スタートアップ・エコシステム
東京コンソーシアム」事業を立ち上げ
ており、首都圏における大学・企業・
自治体の連携を推進している
・COVID-19対策はグローバルな視点、
多分野の視点が必要

・TMDUのCOVID-19患者
データを利活用する研究を提
案することで四大学連合にお
ける連携の求心力となるので
はないか？
・東工大、一橋大学、外大の
特徴的視点がコロナ対策に
有益ではないか？
・東京都との連携（都立病院
含む）を進めやすくなるので
はないか？
・グローバルな取り組みを提案
しやすくなるのではないか？

BS-TBS 報道1930より



四大学連合ポストコロナ社会コンソーシアムの開設
コンセプト：四大学連合でコロナ対策研究、ポスロココロナ社会に臨む
 ボトムアップ
 ポストコロナ時代を念頭においたバーチャルサロン
 教職員・学生が自由な発想を投稿
 定期的な意見交換サロンの開催
 トップダウン
 四大学連合研究戦略会議の設置
 理事クラスで共同研究課題の選定・予算化
 外部資金情報の提供
 企業とのマッチング
 国際共同研究の提案



（バーチャル）
四大学連合サロン（仮称）

（Slackを想定）

• 四大学の教職員、学生がCOVID-19に
ついて今後必要と考える研究課題・コンセ
プト・仮説・解決方法等を自由に投稿

• 月に１回程度のZoomでの意見交換サ
ロンの開催

• オンラインシンポジウムを定期的に開催

• 推進すべき共同研究の選定・予算化
• 外部資金情報の提供
• 東京都のスタートアップ・エコシステム
事業との連携

• 企業とのマッチング
• 国際共同研究の模索

大学間共同研究の実施（例）

XXが効く？

YYは？

コスパは？

• 共同研究成果の報告
• 共同研究の中で出てくる解決すべき
課題の情報提供

• 共同研究から派生する研究課題の
提案

東工大 医科歯科：
COVID-19対策機器の開発
（スマホによる酸素飽和度測定、
バーチャル家庭訪問による家庭内環
境測定等）

一橋大 医科歯科：
COVID-19対応病院のコスト、行
政法的課題の整理等

外語大 医科歯科：
各国の医療従事者のCOVID-19
対応と顔・身体観の文化との関連等

*学生も巻き込んだ共同研究に展開

四大学連合研究戦略会議
（理事クラス合同会議）

運営事務局（四大学教員）

四大学連合コロナ対策研究コンソーシアムの開（2020.12)



ポストコロ
ナ社会コン
ソーシアム
の主な実施

業績

共同でのグラント申請（ムーンショッ
ト等）

イベントの開催

MMAでのコースの実施

共同研究・論文出版
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1. 共同でのグラント申請

「ムーンショット型研究開発事業 新たな目標検討のためのビジョン」

•四大学の若手中心にそれぞれ2名、合計8名＋他大学、若手・学生

•「面白い」ことを大事にするという共通の価値観が明確に

「ムーンショット目標９ 2050年までに、こころの安らぎや活力を増大
することで、精神的に豊かで躍動的な社会を実現」

•医科歯科、東工大、外大で子ども・若者にフォーカス、メタバースの活用を提案、心理学・科学
哲学・教育学と連携

•面接まで進むも採択ならず

「JST未来社会創造事業 個人に最適化された社会の実現」

•「自分らしさ」に着目し、心理学・教育学・データサイエンスと連携

•面接まで進むも採択ならず
6



2. イベントの開催：お互いを知る

キックオフイベント

（東京医科歯科大学 主催）

• 開催日時
2021年2月12日(金)

17:00～20:00

• 開催形式
オンライン開催

• REMOを活用し

相互交流

・162名が参加
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• オンラインフィールドワークの開催

（東京外語大 主催）

・2021年夏に実施、学生中心

・42名の学生が参加

・テーマに沿って現場の話を聞く

・高齢者

・飲食店

・大学生の孤立

・第１回を2021年6月14日、第２回を
7月19日に実施し、その間も四大学の学
生で議論させ、政策提言にまとめた
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2. イベントの開催：
課題解決型の交流



• バックキャスト型の異分野
融合研究会

「50年後の未来を考える」

• 東工大が主催

・2021年12月22日

・ズームのブースに分かれ、
21名の各分野における若手研
究者の描く未来像を発表、相
互に質問、参加者は視聴のみ

・70名がオンラインで聴講
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2. イベントの開催：
未来志向の交流

東
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• 今話題のトピックで語る（ポス
ト・ポストコロナ）

• 一橋大学主催

• 「大人のためのゼミ」としてそ
のテーマについて「今更聞けな
い」ことも聞く場に

・ゼミ形式で、質問に答える形で
実施

・全４回の参加者：延べ340名

計４回実施

1. 2022年6月27日「最近の国際
情勢」（ウクライナ侵攻含む）

2. 2022年7月29日「A I,フェイ
クニュース、情報があふれる社
会」

3. 2022年10月4日「フェミニズ
ム、セクシャリティ」

4. 2022年11月28日「人間の
ウェルビーイング」 10

2. イベントの開催：
他分野の基本を知る



3. MMAでのコースの実施（人材育成）

• イベントだけで終わらせるこ
となく、四大学連合で実施し
ている修士コース（Master 
of Medical Administration, 
MMA)コースの１つの科目と
してこの連携の内容をコンテ
ンツにした科目「ポストコロ
ナ社会の感染症対策」（全８
回）を実施（2022年開講）

• 57名受講（医科歯科博士・修
士2３名、医科歯科学部生２７
名、一橋学部生7名）
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日 内容 講師

4/25 グローバルヘルスにおけるポスト
コロナ社会の感染症対策

國井 修

5/13 感染症対策における法律上の課題 磯部 哲

5/13 臨床の現場における感染症対策の
現状と課題

倉持 仁
平畑 光一

6/28 グループワーク「社会に優しい感
染症対策の実装」（１）課題提示

中山 俊秀
藤原 武男
布川 あゆみ

7/19 疫病と社会 古川 高子
那波 伸敏

8/19 データでみる感染症対策の効果と
課題

高久 玲音
横山泉

9/16 グループワーク「社会に優しい感
染症対策の実装」（２）状況把握、
問題の明確化、発表

中山 俊秀
藤原 武男
布川 あゆみ



4. 共同研究・論文出版

• 公衆衛生学関係者で実施
したコロナ禍における３
万人規模のインターネッ
トパネル調査を一橋大
学・高久准教授、横山准
教授と医科歯科大学・藤
原らで解析

• 数回のズームミーティン
グを重ね、論文化
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ポストコロナコンソーシアムの経
験から学んだこと

• 社会科学にとって必要なもの
で自然科学が持っているもの

• データ

• フィールド

• 自然科学にとって必要なもの
で社会科学が持っているもの

• 理論に基づく新たな視点

• 歴史に学ぶ視点
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